
@USERSECTION

@PATIENTNAME 綾部市立病院　化学療法

@PATIENTBIRTH2

@PATIENTSEXN 当レジメンの2022年度実施状況： 件

＜対象＞
・ がん化学療法歴のあるBRCA遺伝子変異陽性かつHER2陰性の手術不能又は再発乳癌

アントラサイクリン系抗悪性腫瘍剤及びタキサン系抗悪性腫瘍剤を含む化学療法歴のある
患者を対象とすること。

・ BRCA 遺伝子変異陽性かつHER2陰性で再発高リスクの乳がんにおける術後薬物療法

＜標準プロトコール＞

day1 day8 day15 day22

olaparib

リムパーザ： 手術不能又は再発乳癌に用いる場合
本剤の投与を行う場合には、アントラサイクリン系抗悪性腫瘍剤及びタキサン系
抗悪性腫瘍剤を含む化学療法歴のある患者を対象とすること。

＜患者情報＞
身長 cm 体重 ㎏ 体表面積 ㎡

＜使用薬剤・投与量＞

olaparib 1回300mgを1日2回投与
・100mg錠と150mg錠の生物学的同等性は示されていないため、

300mgを投与する際には100mg錠を使用しないこと。
・副作用が発現した場合には、下の基準を考慮して、休薬・減量すること。

副作用発現時の用量調節基準

＜治療計画＞

手術不能再発
開始 年 月 日～治療に対して不応または不耐まで

術後補助化学療法
開始 年 月 日～ 年間まで
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性 別 ：

 ヘモグロビン値が
 Grade3又は4
 の場合

4週

（DuBois式）

程度副作用

貧血

処置

  ・ 1回目の再開の場合、減量せずに投与する。
  ・ 2回目の再開の場合、1回250mgを1日2回
　　で投与する。
  ・ 3回目の再発の場合、1回200mgを1日2回
　　で投与する。

再開時の投与量

 Grade3又は
 4の場合

好中球減少

血小板減少

主治医の先生へ ） 治療開始時に患者情報・治療計画を記入し、薬剤部まで提出してください。

指導医主治医

　上記以外の
　副作用
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 ヘモグロビン値≧9g/dlに
 回復するまで最大4週間
 休薬する。

 Grade1以下に回復するまで
 休薬する。

 Grade1以下に回復するまで
 休薬する。

 Grade1以下に回復するまで
 最大4週間休薬する。

  減量せずに投与する。
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